
乞
ヱ

連
確

宗暫

炭

馨

植樹完了.″「見て<だ さしヽ」と標津中学校の生徒たち
■転

萌える海と大地・さわやか交流郷
5月 22日あしヽにくの雨の中、標津町植
樹察が行なわれました。
昨年から植樹場所となつてしヽる標津高
等学校グランド槙の森にアカエゾマツの
苗木4,500本を植え込みました。
植樹したの|よ標津中学校の生徒や高検
生、北標津グリーンクラブのメンバーの
ほか一般町民あわせて約400人。参カロ者|よ
1本 1本 ていねいに苗本を植え込んでしヽ
ました。

盟四6月号脇m4H



[忌類Jll]
自
然
を
守
り
な
が
ら

砂
防
ダ
ム
エ
事

本
年
よ
り
着
工

鈴
球一

忠
類
川
は
、
流
域

一
帯
が
あ
る
が

ま
ま
の
豊
か
な
自
然
に
お
お
わ
れ
た

河
川
と
し
て
、
標
津
町
民
の
み
な
ら

ず
、
国
民
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
ふ
だ
ん
は
静
か
な
た
た

ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
こ
の
川
も
融

雪
期

・
大
雨
の
際
に
は
「あ
ば
れ
川
」

と
な
っ
て
濁
流
と
化
し
、
川
岸
を
決

壊
し
、
山
地

・
農
地
を
侵
餌
。

さ
ら
に
そ
の
周
辺
の
樹
木
を
流
失

し
て
河
川
内
は
お
び
た
だ
し
い
流
木

の
墓
場
と
な
り
、
そ
れ
が
流
れ
を
阻

害
し
、
な
お
い
っ
そ
う
被
害
を
大
き

く
す
る
と
い
う
非
常
に
危
険
な
河
川

に
様
相
が

一
変
い
た
し
ま
す
。

過
去
、
忠
類
橋
は
実
に
三
回
に
わ

た
り
流
失
災
害
に
あ
い
、
現
在
も
右

岸
側
が
そ
の
危
険
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
流
失
し
た
樹
木

・
土
砂
な

ど
は
河
日
か
ら
標
津
沿
岸
地
域
へ
と

流
出
ｔ
、
河
日
沿
岸
の
漁
具
漁
網
被

害
を
毎
年
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
河
川
は
荒

れ
放
題
と
な
り
、
深
刻
な
自
然
破
壊
、

草
地

・
山
林
の
荒
廃
、
水
産
業
の
被

害
の
増
大
が
危
倶
さ
れ
、
漁
業
関
係

者
を
始
め
と
す
る
町
民
の
間
か
ら
何

ら
か
の
治
水
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
昭
和
五
十
八
年
頃

よ
り
、
当
河
川
の
管
理
者
で
あ
る
上

木
現
業
所
に
対
し
、
町
は
そ
の
対
策

を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
土
木
現
業
所
は
治

水
対
策
と
し
て
最
も
有
効
な
工
法
と

す
る
べ
く
数
年
に
な
た
っ
て
調
査
し

た
結
果
、
砂
防
ダ
ム
の
設
置
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
町
づ
く
り
活
性
化
集
団
で

あ
る

「野
っ
太
郎
さ
わ
や
か
集
団
し

べ
っ
２‐
」
ゃ
北
海
道
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

協
会
な
ど
か
ら
、
こ
の
河
川
は
サ
ケ

を
は
じ
め
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ヤ
マ
ベ
な

ど
の
貴
重
な
魚
類
が
棲
息
し
て
い
る

の
で
遡
上
を
阻
害
し
な
い
た
め
に
魚

道
の
設
置
、
ダ
ム
建
設
地
域
は
釣
人

の
拠
点
で
、
キ
ャ
ン
プ
、
川
下
り
な

ど
に
親
し
ん
で
い
る
場
所
で
あ
り
、

自
然
に
配
慮
し
た
整
備
を
強
く
要
望

さ
れ
ま
し
た
。

ら
」じ
ら翠
」の河把

対
し
水
生
生
物
の
棲
息
調
査
を
し
、

砂
防
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
魚
類
の
遡

上
を
阻
害
し
な
い
た
め
に
、
と
く
に

魚
道
に
つ
い
て
十
分
な
研
究
を
し
、

関
係
者
の
納
得
し
た
中
で
工
事
を
進

め
て
ほ
し
い
旨
、
土
木
現
業
所
に
強

く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
そ
の
工
法
が
ま
と
ま
り
、

豊
か
な
自
然
を
守
り
な
が
ら
忠
類
川

の
治
水
対
策
工
事
が
今
年
度
着
工
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
工
事
概
要
―
―
設
置
場
所
は
河
口

か
ら
十

一
キ
ロ
上
流
に
、　
一
キ
ロ
間

隔
で
ス
リ
ツ
ト
式
（く
し
型
形
式
）ダ

ム
ニ
基
と
流
木
補
堤
工
一
基
設
置
。

こ
の
ダ
ム
は
ダ
ム
構
造
に
ニ
メ
ー

ト
ル
間
隔
で
巾

一
メ
ー
ト
ル
の
水
路

「を
数
功
所
設
置
、
そ
こ
か
ら
魚
を
遡

上
さ
せ
る
。

▼
ダ
ム
の
大
き
さ
―
十

一
号
ダ
ム
堤

長
＝
工
八
九
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
＝
三

メ
ー
ト
ル
、
工
号
ダ
ム
堤
長
＝
三
二

一
メ
ー
ト
ル
・
高
さ
＝
ニ
メ
ー
ト
ル
、

流
木
補
堤
工
堤
長
＝

一
二
七
メ
■
■

ル
・
高
さ
＝
四
メ
ー
ト
ル
　
　
　
　
．

▼
工
事
期
間
―
―
平
成
四
年
か
ら
平

．

成
十
二
年
。
　
　
　
・



サ
ー
モ
ン
橋
完
成

標

津

サ

ー

モ

ン
パ

ー

ク

を

経

由

し

て
、

標

津

市

街

と

川

北

市

街

を

結

ぶ

最

短

ル
ー

ト

と

な

る

新

し

い
町

道

標

津

川

沿

線

と

標

津

川

に
架

か

る

サ

ー

モ

ン
橋

が
完

成

し

、

四

月

二

十

日

に

完

成

式

の
神

事

と

サ

ー

モ

ン
橋

の
渡

り

初

め

、

祝

賀

会

が
行

な

わ

れ

ま

し

た

。同

線

は

現

在

の
遠

同

り

と

な

っ
て

い
る

標

津

―

川

北

岡

の
交

通

細

整

備

と

、

サ

ー

モ

ン

パ
ー

ク

ヘ
の

ア

ク

セ

ス

（利

用

接

近

）
道

路

と

し

て
昭

和

六

十

二
年

よ

り

整

備

が

進

め

ら

れ

て
き

ま

し

た

。

完

成

し

た

道

路

は
約

四

・
五

キ
ロ
で
、

総

事

業

費

約

四
億

九

千

万

円

で
す

。

（道

路

の
舗

装

工
事

は
本

年

十

一
月

に
完

成

す

る

予

定

で
す

。）

標

津

川

に
建

設

さ

れ

た

サ

ー

モ

ン

橋

は

、

橋

長

二
百

五

十

七

メ

ー

ト

ル

で
歩

道

は

カ

ラ

ー

ロ

ッ
キ

ン
グ

い

橋

の
欄

干

や

街

頭

に

は

サ

ケ

の
デ

ザ

イ

ン
を

配

置

し

、

隣

接

す

る

サ

ー

モ

ン

パ

ー

ク

と

調

和

し

美

し

い
姿

を

見

せ

膳
而齢程播ぷ標
津
川
給
線
も

て
い
ま
す
。

完
成
式
に
は
町
内
外
か
ら
関
係
者

約
百
二
十
人
余
り
が
出
席
し
、
完
成

を
祝
う
神
事
の
あ
と
祝
の
く
す
だ
ま

が
割
れ
、
小
田
桐
町
長
や
荒
谷
議
長

ら
関
係
者
が
加
わ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ

卜
を
し
ま
し
た
。

橋
の
渡
り
初
め
は
、

川
北
在
住
の
三
世
代
家

族
で
八
十
八
歳
に
な
っ

た
畑
耕

一
さ
ん
夫
妻
と

子

・
孫
夫
婦
の
一
家
六

人
を
先
頭
に
標
津
中
学

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の

メ
ン
バ
ー
や
参
加
し
た

関
係
者
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
祝
賀
会
が

行
な
わ
れ
、
工
事
経
過

の
説
明
後
、
川
沿
線

・

サ
ー
モ
ン
橋
の
完
成
の

喜
び
を
参
加
者
全
員
で

祝
い
あ
い
ま
し
た
。

元
気
な
足
ど
り
で
畑
耕

一
さ
ん
択
０

夫
妻
と
子
・孫
夫
婦
の

一
家

サーモン僑の完成を祝いくすだ
まが書」られ、テープカットをす
る一幕

親・子・孫三代の畑さん夫婦が先頭で渡り初めをしました

標津'|1沿線
く延長〉4,490m く事業費〉488,901,000円

サーモン橋
く橋梁架設地点〉標津サ|1河□から2 km上流

く僑梧〉 4等 橋 く橋長〉257m

く事業費〉761,135,000円

※バルコニー2ヵ 所設置

欄千、街灯にサケのデザイン配置



グリーンクラブ

aso母 鬱
ヒ標津

北
標
津
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

（松
井
晴
美
団
長

・
団
員
三

十
五
人
）
は
環
境
庁
が
行
う

第
四
十
六
回
愛
鳥
週
間
に
ち

な
む
野
生
生
物
保
護
功
労
者

と
し
て
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

二
月
十
二
日
に
山
本
信
夫

根
室
支
庁
長
か
ら
同
ク
ラ
ブ

に
賞
状
が
伝
達
さ
れ
同
支
庁

長
か
ら

「自
然
を
守
り
、
自

然
を
愛
し

一
生
懸
命
活
動
し

た
成
果
で
す
。
今
後
も
明
る

く
、
の
び
の
び
と
元
気
で
こ

の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
大
切

に
す
る
人
間
に
な
っ
て
」

と
お
祝
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

北
標
津
小
中
学
校
飛

澤
邦
雄
校
長
は

「特
別

な
こ
と
を
し
た
わ
け
で

は
な
い
が
子
ど
も
た
ち

が

一
生
懸
命
活
動
を
し

て
く
れ
る
。
学
校
と
し

て
は
年
間
の
行
事
を
組

み
立
て
な
が
ら
ス
ム
ー

ズ
に
活
動
に
入
っ
て
い

け
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
る
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

側酪蔀権較庁長から賞状を

標津 4Hク ラブ (吉田栄一会長)は、この

▼
生 催倉星最薔今蕃啓首釜 分思曇芽畜難
ンクール」で全国農業会議所会長から 「全

国農業新聞賞」を受賞 しました。

同クラブは午乳からチーズを作 る予し成分
の割合で食味が 一番いいと感 じられる食品の
警察岳管督長曾麿窪辞習呈婆螢丞と富登
百木秀夫会長から伝達されました。

買状を手に喜ぶ 4Hク ラブメンバー

曹
器
を
迎
え
た
長
谷
川
重
吉
さ
ん
斧
）

99歳の白寿を迎えたのは新ブ|1上町
の長谷ナ|1重吉 さん。

独学で覚えたといぅ英語がまだま
だ健在で、毎 日送って くる英字新聞
に Hを 通 しているそうです。この 日

も英■新聞を前にニュースの一部内
容を説明 していただきました。 ド ィ
ツ言キ・ロシア語などもできると聞 き
ました。

小田桐町長からお祝の記念品を受
け取 ると 「お世話になっています」
とまだまだシッヵ り元気です。いっ

までもお元気で一。

メ
ー
ン
／
ド
１
／
と
大
き
な
声

が
館
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

二
月
十
日
に
標
津
町
鳩
ヶ
丘
体

育
館
で
第
二
十
回
標
津
町
赤
胴
争

奪
少
年
剣
道
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

町
内
の
小
中
学
生
剣
十
五
十
七

人
が
参
加
、
″赤
胴
″
の
獲
得
を
め

ざ
し
て
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

し
ま
し
た
。

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
小
学
四
年
以
下
の
部
／
優
勝
管
野

品
彦
く
ん
（川
北
小
四
年
）、
二
位
佐

賀
勇
大
く
ん
（標
津
小
三
年
）
、
二
位

浅
野
将
大
く
ん
（標
津
小
三
年
）
▼
小

学
五

・
六
年
の
部
／
優
勝
小
野
史
人

く
ん
（標
津
小
六
年
）
、
二
位
小
山
内

雄
亮
く
ん
（標
津
小
五
年
）
、
三
位
松

下
大
佑
く
ん
（川
北
小
五
年
）
▼
中
学

男
子
の
部
／
優
勝
小
野
忠
史
く
ん

（

標
津
中
三
年
）
、
二
位
土
井
仲
之
く
ん

（標
津
中

一
年
）
、
三
位
渡
切
柱

一

（

標
津
中

一
年
）
▼
中
学
女
子
の
部
／

優
勝
姥
名
恵
さ
ん
（標
津
中
二
年
）
、

二
位
今
野
早
希
子
さ
ん

（標
津
中
二

年
）
、
三
位
西
浦
希
和
さ
ん

（標
津
中

三
年
）

小日桐町長から記念品を車iサ取ります



OSOS鬱 亀蜘麗囲適弱亜

〉

一側
標
津
サ
州
頻

お

け

放

流

式

「三
年
後
元
気
な
姿
で
帰
っ
て
き

　

寒
い
か
ぜ
の
強
い
天
候
で
し
た
が
、

て
ね
」
と
二
月
二
日
に
標
津
サ
ー
モ

ン
科
学
館
の
主
催
で
さ
け
放
流
式
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

体
長
五
セ
ン
チ
、
体
重

一
グ
ラ
ム

ほ
ど
の
さ
け
稚
魚
五
万
五
千
尾
を
サ

ー
モ
ン
科
学
館
裏
の
標
津
川
に
通
じ

て
い
る
堤
内
排
水
路
の
一
角
か
ら
放

流
し
ま
し
た
。

放
流
し
た
稚
魚
は
、
サ
ー
モ
ン
科

学
館
や
中
標
津
の
さ
け
ま
す
ふ
化
場
、

標
津
高
校
の
自
然
科
学
部
の
部
員
ら

が
大
切
に
卵
か
ら
育
て
た
も
の
で
坑

こ
の
日
は
、
気
温
五
度
前
後
の
膚

放
流
式
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
進
ん
で

役
目
を
か
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

々
十
人
を
合
め
て
、
根
室

・
別
海

・

釧
路

・
中
標
津
か
ら
サ
ー
モ
ン
パ
ー

ク
を
訪
ず
れ
る
人
な
ど
約
四
百
九
十

九
人
の
参
加
者
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

放
流
し
た
稚
魚
が
三
年
後
に
は
、

現
在
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
内
で
整
備
を

し
て
い
る

″
せ
せ
ら
ぎ
″
部
分
に
鮭

と
し
て
帰
っ
て
来
ま
す
。
人
間
が
作

っ
た
公
園
に
鮭
を
そ
上
さ
せ
る
の
は

全
国
で
も
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り

そ
の
う
え
産
卵
池
も
あ
り
（
自
然
産

卵
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

し

よ

ヽ
つ

。

▲
放
流
す
る
さ
け
稚
魚
を
水
槽
か
ら

す
＜
つ
て
い
ま
す

く
「
元
気
な
姿
で
帰
っ
て
き
て
ね
」

北方領土から19人

のビザ無し交流団
く小日桐町長とミハイル・テレシヨ
団長の握手から一。

4月 2 2日、北方領上から初めてのビザ無 し交流団 ( 1 9

人)が 根生イと咲港に到着 しました。

6「1間の滞在の中で 4月 26日に標津町へ訪問。農業を

キむ大ljLl輝男 さん (40歳)の自宅を訪れ交流のあとサーモ

ン汗il学館で施設兄学をしました。同館では旧島民や関係

者、子どもたちなど200人余 りがおtまえたてのロシア語や

日 ,口 の小旗 を振 って歓迎 しました。

気軽に子どもたちの肩に手をかける
交流団のロシア人に、めずらしさも
あつてかすぐに飛びこんでいきまし
た。まずは大人と子どものビザ無し
交流が実現しました。

くサーモン科学館を視察するロシア人
一行、充実した施設におどろいてい
た様子でした。



東京と標津を結ぶ

先
月
号
の
加
藤
実
さ
ん
の
続
き
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
次
回
へ
延
ば

し
、
今
月
号
は
昨
年
ま
で
東
京
で
大

学
生
活
を
送
っ
て
い
た

「本
郷
雄

一

郎
」
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ん

思
い
出
る

さ

と

私
は
今
年
の
夏
休
み
を
郷
里
で
一

ヶ
月
程
過
ご
し
た
。
な
か
な
か
取
れ

な
い
航
空
券
を
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
ま

で
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、
今
年
の
帰
省

は
今
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る
い
い

機
会
と
な
っ
た
。

大
学
卒
業
を
来
年
二
月
に
ひ
か
え

今
夏
、
無
事
就
職
が
決
ま
っ
た
。
し

か
し
、
元
来
私
は
心
配
症
で
、
内
定

の
喜
び
よ
り
今
か
ら
入
社
後
の
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
そ
ん
な
折
り

の
帰
省
だ
っ
た
。

帰
っ
て
来
て
数
日
後
、
中
学
校
を

）

訪

ね

て

み

た

。

夏

休

み

で
部

活

の
生

徒

以

外

居

な

か

っ
た

。

建

物

は

、

体

育

館

が
新

し

く

な

っ
た

ぐ

ら

い
で
他

は

当

時

の
ま

ま

で
あ

る

。

廊

下

に

マ

ラ

ソ

ン
大

会

の
歴

代

記

録

の
掲

示

板

が
あ

り

、

そ

の
中

に
自

分

の
名

前

を

見

つ
け

て
懐

し

さ

に
拍

車

を

か

け

た

。

そ

の
後

、

高

校

時

代

の
友

人

と

酒

を

飲

む
機

会

を

得

た

。

身

振

り

も

日

調

も

相

変

ら

ず

で

バ
カ

話

で
盛

り

上

が

っ
た

。

が
、

そ

ん

な

彼

ら

に
私

は

自

分

た

ち

の
生

ま

れ

育

っ
た

郷

上

で

し

っ
か

り

根

を

は

り

生

き

て

い
る

自

信

の
よ

う

な

も

の
を

感

じ

取

っ
て

い

た

。

そ

ん

な

彼

ら

に
感

動

し

た

。

故

郷

に
今

で
も

、

厳

し

い
自

然

の

中

で

ひ
た

む

き

に
生

き

て

い
る
家

族

や

友

人

が

い
る

こ
と

は

、

私

と

故

郷

を

し

っ
か

り

と

結

び

つ
け

て

い
る

。

こ
れ

か

ら

の
私

の
人

生

に

は

多

く

の
困

難

が
待

っ
て

い
る

だ

ろ
う

。

し

か

し

、

ど

ん

な

困

難

が
待

っ
て

い
よ

う

と
故

郷

が
あ

る

限

り

一
人

っ
き

り

で
は

な

い
し

、

故

郷

で

ひ
た

む

き

に

生

き

る
人

々
を

思

う

こ
と

に

よ

っ
て

困

難

に
前

向

き

に
取

り

組

む
勇

気

が

湧

い
て
く

る
。

そ

し

て
き

っ
と

乗

り

越

え

て

い
け

る

だ

ろ
う

。

九

日
、
「
勇

気

」

と

い
う

生

産

を

持

っ
て
故

郷

を

離

れ

た

。

機
札
銀
行
な
わ
れ
た
昨
年
の
総
会

ｅ
ｅ
の
お
田

東
京
標
津
会
で
は
地
元
標
津
町
か

ら
東
京
都
及
び
そ
の
周
辺
の
在
住
者

へ
入
会
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
皆
さ
ん
か
ら
も
兄
弟
姉
妹
、

知
人

・
友
人
等
へ
入
会
を
勧
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（会
費
二

Ｏ
①
Ｏ
円
）

当
会
で
は
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
共
に
郷
土
標
津
町
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

毎
年
開
催
さ
れ
る
定
期
総
会
や
趣
向

を
凝
ら
し
た
標
津
町
関
係
者
ら
と
の

懇
談
会
に
は
、
約
百
五
十
名
ほ
ど
の

会
員
が
出
席
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
各
種
交
流
事
業
等
も

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

思ヽヽ出|ぺつ。 会員皆様の寄稿をお待ちしていま軌

私
の
ふ

園園□園園総会のご案
第14□東京標津会総会が、次により開催されますので
35HttBらせ します。

>日 時 平 成 4年 6月 28日(日)午 後 4時 から
>会 場 東 京都新宿区歌舞伎町1-19-2

東宝会館 5F(コ マ劇場隣り)
セントラルパーク(電話03-3200-6588)

※東京標津会未カロ入者の出席もお待ちしてぉりま軌
東 京 標 津 会 々 長 下 西  幸 夫

東京標津会事務局長 坂 本  栄 作

本
郷
雄

一
郎

〒

一
六
〇

東
京
都
新
宿
区
新
宿
五
‐十
上

第
ニ
ス
カ
イ
ビ
ル
十
Ｆ

佛
サ
エ
ー
ラ
イ
ン
内

東
京
標
津
会
事
務
局

（電
話

〇
三
，
三
三
五
〇
‐
〇
五
七
じ

ま
た
は
、
標
津
町
役
場
総
務
課

〒
〇
八
六
上

六

標
津
郡
標
津
町
字
標
津

（電
話

〇

一
五
三
八
上
Ｔ
二
一
三
一
）



今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（４

期
）
の
納
期
で
す
。
６
月
３０
日
ま
で

に
次
の
所
で
納
入
願
い
ま
す
。

１
、
町
指
定
金
融
機
関

根
窒
信
用
金
庫
缶
本
支
店

２
、
町
収
納
代
理
金
融
機
関

標
津
町
農
業
協
同
組
合
、
標
津
漁

美
協
同
組
合
、
北
海
道
労
倒
金
庫

中
標
津
支
店
、
北
海
道
拓
殖
銀
行

中
標
津
支
店
、
北
洋
銀
行
中
標
津

支
店
、
釧
路
商
工
信
用
組
合
中
標

津
支
店

３
、
収
納
代
理
郵
便
宮
署

町
内
各
郵
便
局

４
、
収
入
役
・出
納
員
。現
金
取
扱
員

平
成
４
年
度
国
家
公
務
員
採
用
皿

種
試
験
（税
務
）
の
概
要
は
次
の
と
め

り
で
す
。

▼
受
験
資
格
　
昭
和
４７
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
５０
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
者
。

▼
試
験
の
程
度
　
一局
校
卒
業
程
度

▼
受
験
申
込
受
付
期
間
　
平
成
４
年

フ
月
々
国
佃
～
フ
月
８
日
四
ま
で

に
希
望
す
る
受
験
地
の
人
事
院
地

力
事
務
電
（所
）
へ
。
な
お
、
申
込

用
紙
な
ど
は
人
事
院
北
海
道
事
務

局
の
ほ
か
、
根
窒
税
務
署
に
あ
り

ま
す
。

▼
試
験
国
と
試
験
内
容
　
第
「
次
試

験
平
成
４
年
９
月
億
日
０

教
養
試
験

・
適
性
試
験
及
び
作
文

試
験
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
詳
細
に
つ
い
て

は
根
奎
税
務
署
総
務
課
へ
ご
照
会

＜
だ
さ
い
。

（
ａ
Ｏ
「
５
３
２
１
３
１
３
２
６
４
）

て
記
ク

の
定
額
貯
金

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
期
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
貯
金
は
や
っ
ば
り
郵
便
同

の
定
額
貯
金
で
す
。

．
４０
年
で
年
利
回
り
が
ら
・
４
５
３

％
。

●
利
子
が
利
子
を
生
む
半
年
複
利
で

す
。

●
６
カ
用
を
過
ぎ
る
と
い
つ
で
も
払

い
戻
せ
る
自
由
満
期
で
す
。

職
員
が
ご
家
庭
へ
伺
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
今
、
第
３‐
回
か
ん
ぼ
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中
〃

や
っ
て
み
よ
う
／
書
い
て
み
よ
う
ノ

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
／

小
学
校
５
。６
年
生
、
中
学
校
「
・

２
・３
年
生
の
力
な
ら
、ど
な
た
で
も

廊
募
で
き
ま
す
。
思
っ
た
と
お
り
自

由
に
書
い
て
み
ま
し
よ
う
。

◆
募
集
期
間
　
５
鳥
今
日
か
ら
６
月

３０
日
ま
で
。

詳
し
＜
は
お
近
＜
の
郵
便
同
で
あ

た
ぴ
ね
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
じ
で
す

ジ
　

　

　

ャ

か
…
…
。

昭
和
２４
年
６
月
「
国
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
見
守
る
、
民
間
人

に
よ
る
人
権
の
番
人
が
こ
の
日
か
ら

誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
は

じ
ま
り
で
ヴ
。

毎
年
６
月
「
日
を

「人
権
擁
護
委

員
の
日
」
６
月
「
日
か
ら
３０
日
ま
で

を
〃人
権
擁
護
委
員
制
度
普
及
月
間
〃

と
し
、
各
地
で
特
別
に
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

標
津
町
で
も
次
の
と
あ
り

「特
設

人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
平
成
４
年
６
月
２４
日
困

１０
時
か
ら
１５
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
標
津
町
役
場
１
階
会
議

室
（
ａ
２
１
２
■
３
４
）

（人
権
擁
護
委
員
と
法
務
同
職
曇
が

相
談
を
受
け
ま
す
じ

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
＜

守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
山
菜

と
り

・
魚
つ
り

・
森
林
浴
な
ど
で
国

南
林
に
入
る
時
は
、
次
の
事
項
を
守

っ
て
頂
き
、
山
火
事
防
止
、
林
道
の

交
通
安
全
に
ご
協
力
下
さ
い
。

４
、
「焚
火
」
や
「
マ
ツ
チ
、
タ
バ
コ
の

吸
い
が
ら
の
投
げ
搭
て
」
は
絶
対

に
や
め
ま
し
よ
う
。

２
（
林
道
は
カ
ー
プ
が
多
＜
、
坂
道
、

砂
利
道
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
は
出
し

過
ぎ
な
い
よ
う
、
道
路
状
況
に
合

わ
せ
た
安
全
運
転
に
ｂ
掛
け
ま
し

よ
う
。

３
、
落
右
や
、
路
一肩
に
寄
り
過
ざ
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
、
車
の
す
れ

違
い
は
道
躇
巾
が
狭
い
の
で
（
肋

！づ
待
避
所
で
行
い
ま
し
よ
う
。

４
、
通
行
禁
止
な
ど
入
林
規
制
を
し

て
い
る
林
道
は
危
険
で
す
の
で
、

絶
対
に
入
林
は
や
め
ま
し
よ
う
。

５
、
入
林
す
る
場
合
は
、
営
林
署
又

は
森
林
事
務
所
に
以
ぴ
入
林
届
を

し
て
か
ら
入
林
し
ま
し
よ
う
。

私
の
ま
う
の
人
権
擁
護
委
員

●
標
津

疋
田
敏

一
谷
？
２
１
０
０

●
川
北

矢
吹
弘
照
谷
早
２
０
５
０

※
相
談
所
開
設
時
以
外
で
も
随
時

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。



一
般
家
庭
で
の
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る

場
合
に
は
、
次
の
点
に
充
分
注
意
し

て
下
さ
い
”

１
、
米
粉
等
が
飛
散
し
な
い
構
造
で

る
た
の
あ
る
不
燃
性
の
取
灰
入
れ

を
設
け
た
焼
却
炉
を
使
用
し
て
下

さ
い
。

２
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
と
こ
ろ
で
行
な
っ
て
下
さ
い
。

３
、
強
風
注
意
報
、
乾
燥
注
意
報
が

発
令
さ
れ
て
い
る
日
は
行
わ
な
い

で
下
さ
い
。

４
、　
一
度
に
沢
山
焼
却
し
な
い
で
下

さ
い
。

５
、
跡
ぴ
監
視
を
し
て
下
さ
い
。

６
、
消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ
の
用
意
を

し
て
下
さ
い
。

ア
、
焼
却
が
終
わ
つ
た
ら
後
始
末
を

確
実
に
行
な
っ
て
下
さ
い
。

商
店
や
工
場
等
で
取
り
引
き
、
ま

た
は
証
明
に
し
て
い
る

「
ほ
か
り
」

（分
銅

・
お
も
り
を
含
む
）は
、
計
量

法
に
基
づ
＜
定
期
校
査

（
３
年
に
「

度
）
を
受
け
、
合
格
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
検
査
は
、
人
間
の
健
康
診
断

に
あ
た
る
も
の
で
、
正
し
い
計
量
が

行
わ
れ
る
た
め
に
、
非
常
に
大
切
な

校
査
で
す
。

該
当
す
る
事
業
所
へ
は
改
め
て
あ

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
肋
ぴ
受
校
し

て
＜
だ
さ
い
。

な
め
、
不
明
な
点
ほ
役
場
商
正
観

光
課

（内
線
２
４
６
）
ま
で
あ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自衛隊員募集案内 億標準侵込み)生〉

募 集 種 別
募 集 日 程 退

他の

待

そ受  付 試 験 入(校)隊

男

子

航 空 学 生

8月 1日

S
9月 14日

第 4 次

9月 17日

第2次

10月13～46日

第 3次 (空)
41月15～12月

12日

5年
4周上旬

入隊後細6年
で3等海・空尉

一般曹候補学生

8月 1日

S
9月 14日

9月 20日

第 2次

10月ア～13日

第 4 次

5年
3月下旬

修学年限2年、
卒業時3等陸・

海・空曹

曹 候  補  士 同  上 同 上
5年
4月上旬

平成2年度新
設入隊後3年

以降選者によ
り3等陸・海・

空曹

2等 陸・海・空士

年間を通
じて行つ
ています

受付時に指定

します

採用予定

通知書で

あ知らせ

します
‐

陸上十よ2年(技
術系3年)、海
上・航空|よ3年

を4任期。曹・

幹郡の道が開
かれて_lます

支

子

般

2等 陸・海・空士

8周 4日

S
9月 30日

4 0 月フ 日
5年
3月下旬

陸上は2年(技
術系3年)、遍
上・航空は3年

を1任期。書`

幹部の道が開
かれています

取
り
組
み
ま
し
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル
〃

リ
サ
イ
ク
ル
は
私
た
ち

一
人
ひ

と
り
の
手
が
ら
始
ま
り
ま
す
。

ま
ず
手
蛤
め
に
牛
乳
パ
ツ
ク
を

回
収
し
て
み
ま
し
よ
う
よ
。

〈取
扱
方
法
〉

牛
乳
パ
ツ
ク
を
開
き
洗
つ
し
た

後
、
乾
し
、
東
に
し
て
取
扱
い
店

に
持
っ
て
衛
＜
と
ト
イ
レ
ツ
ト
ベ

ー
パ
ー
な
ど
と
取
り
替
え
て
も
ら

え
ま
す
。

標
津
で
は
農
協
店
舗
、
そ
の
他

で
は
生
協
や
ワ
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

使
い
古
し
た
食
用
油
か
ら
簡
単

に
否
け
ん
が
作
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
手
作
り
否
け
ん
に
チ

ヤ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
リ
カ
は
指
導
員
が
て
い
ね
い

に
指
導
い
た
し
ま
す
。

▼
連
絡
先
　
ａ
４
１
２
２
４
１

（標
津
町
消
費
者
協
議
会

田
村

ま
で
）



漢流ヤマベ釣大会
自然の中で遊びませんか

串 串 中 串 串 中 串 串 中 串 串        串 串 串

くとき》7月 5日lEl
愚類Jll本流

）

町
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
深
流
ヤ

マ
ベ
釣
大
会
が
今
年
も
金
山
の
忠
類

川
本
流
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と
　
き

平
成
４
年
７
月
５
日
０
雨
天
決
行

（受
付
は
、当
日
午
前
５
時
か
ら
午

前
５
時
３０
分
ま
で
金
山
の

「
せ
せ

ら
ぎ
の
宿
」
で
行
い
ま
す
。）

▼
参
加
料

一　
般
　
　
　
　
２
、
０
０
０
円

女
性
・小
・中
・高
校
生１
、
０
０
０
円

な
お
、
食
事
や
釣
に
関
す
る
道
具

は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
小

・
中
学
生
が
参
加
す
る

場
合
は
、
事
故
防
止
の
た
め
必
ず
父

兄
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
詳
し
く
は
、
観
光
協
会
事
務
局

電
話
２
１２
１
３
１
・内
線
２
４
６

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昨年の大会で、潔流釣を楽じむ参カロ者たち

お誕生おめでとう

め な ま え 住  所 保 護 者

そうた
工藤 颯 太<ん 薫  別 工藤 雅

―

ゆの
三上 優 乃ちゃ/pl 双 葉 町

―貝」三上

りようた
馬渡 亮 太くん 桜 本 町 馬渡 干 雪

まい

古川  纂 ちゃん 新1上 □ 古川 隆広

お な ま え 住  所 保 護 者

こうた
|□  広 太くん 住 吉 町 川□ 広 人

ゆうき
熊谷 1奄貴</1/ 新川上田 熊谷 純 郎

●
稗
員
広
造
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
日
中
正
子
さ
ん
ほ
香
典
返
し
を
や

め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
サ
ン
エ
ス
電
気
通
信
側
は
標
津
田

文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
基
金

と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
一

9

お<や み申し上げます

氏 名 住  所 年   齢

上部 元 貝けさん 桜 不 □ 41歳

下本 ヒ サさん 寿  田 86歳

齊 利 右工門さん 慮  類 87歳

稗員 静 子さん 桜 不 □ 62歳

瀧澤 拓 次さん 双 菜 町 84歳



同
製
闘
嵩
回
の
た
め
の

③
Ｏ
⑤
Ｏ
①

食
生
活
の
知
恵
を

身
に
つ
け
よ
う
′

最
近
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
健
康

や
栄
養
に
関
す
る
情
報
や
商
品
が
氾

濫
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
全
て
が
一
健
康
増
進
に
役
立
つ
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
食
生
活
を

通
じ
て
、
自
分
の
健
康
を
自
分
で
守

る
た
め
に
は
、
栄
養
の
働
き
と
体
の

仕
組
み
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
加
工
食
品
や
調
理
済
食
品
の

上
手
な
利
用
法
、
そ
し
て
食
品
の
正

し
い
保
存
法
や
、
安
全
な
調
理
器
具

の
使
い
方
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
便

利
で
す
。

こ
れ
ら
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
面

倒
で
大
変
な
こ
と
の
よ
う

に
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
小
さ
な
努
力
の
積

み
重
ね
が
老
化
予
防
の
第

一
歩
で
す
。

③
食
生
活
の
知
恵
は
若
さ

と
健
康
づ
く
り
の
羅
針

盤広
報
や
新
聞
な
ど
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
、
食
生
活

の
知
恵
を
身
に
つ
け
ま
し

，Ａ一ヽ
「′。

①厚場げは適当に切 り、す り鉢ですっておきます。

②きくらげは水で戻 し、 よ く洗って荒みじん切 りにしま

す。

①人参 ・しいたけもみじん切 りにし、電子レンジで 2～

3分 加熱 しておきます。

④青 じそは半分に切ってせん切 りにし、水にさらしてか

ら絞 ります。

①①～④に片栗粉、塩、砂糖を加え、さっくり混ぜ合わ

せます。

①六等分 して角切 りにしたチーズを包んで俵型にまとめ

ます。

①中温の油で、ゆっくりと色よく揚げます。

※素揚げしたししとうがらし、大根おろしを添えていた

だきます。チーズ入りがんもどき

厚揚げ……………・……………1枚

人参……………………………30グラム

しいたけ` ・・…………………… 2 枚

きくらげ………………………・・…・・…。少々

青 じそ………………………… 4枚

片栗粉…………………………大 さじ号

塩……………………・・…・・…………………小さじ■

砂糖・・・…………………………・・…・・……小さじ1

チーズ…………………………3 0グラム

母現韓す堵と,

①

午↑キ沖鱗

一，≡……一ヤ””や，
⑥

C)→①
ク）
ザ
ザ

非キイしのよい

食バ物は

鞠

タ タ

②

10



り な

平井(臀)さんちの杏奈ちゃん御3.6Hの

ヽ
F

●生まれた時の身長 ・体重は一一。

身長/50 2cm 体 重/3,5703
●最近の身長 ・1/1k重は一一。

身長/70 6cm 1/1k重/9,8503
●どんな子|こ育つてほじしヽですか。
「誰れからも好かれて、やさしく、明るしヽ思い

やりのある人になつてほししヽです」とお8さ ん。
「こんにちは」と

｀
りな、チャンに声をかけまし

た。何か声を出して喜こんでいるのかなと思つた

ら泣いてしヽたんです。とつても人見知りなんで軌

そんな
ふ
りな、チャンもお父さんが帰つてきたら急

に元気になりました。でもしヽつもは元気モ リモ|リ

広いお部屋で伸び伸びと遊んだり、階段の登り降

りは得憲技。今、平井家の話題は
｀
りな、チャン 4

本。

中
性
脂
肪
っ
て

な
あ
に
？

一
言
で
い
う
と
糖
分
が
肝
臓
の
中

で
変
化
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
働
き

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
特
に
効
率
の
よ

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
り
、
人
間
の

あ
ら
ゆ
る
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
優
れ
た
原
料
で
す
。
体
内
で
は

過
剰
に
と
り
込
ん
だ
栄
養
分
は
、
不

足
し
た
時
の
た
め
に
皮
下
や
そ
の
他

の
脂
肪
組
織
に
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
に

で
き
て
い
て
、
中
性
脂
肪
は
か
ら
だ

の
皮
下
脂
肪
の
主
成
分
で
あ
り
、
蓄

ぇすぎは月ｒ！緩の原因にな
っすし

ま
い
ま
す
。

ま
た
、
肝
臓
に
過
剰
に
た
ま
る
と

脂
肪
肝
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、　
一
般
に
中
性
脂
肪
が
増

え
る
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（

善
玉
）
が
減
る
と
い
う
関
係
が
み
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ヨ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
血
管
の
壁
に
た
ま
っ
て
動
脈

硬
化
を
す
す
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

正
常
値
は
検
査
機
関
に
ょ
っ
て
多

少
幅
が
あ
り
ま
す
が
、
３０
～
１８０
噌
／

也
の
範
囲
で
す
。
そ
し
て
ど
の
く
ら

い
の
数
値
に
な
っ
た
ら
高
脂
血
症
と

し
て
治
療
を
始
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
か
と
い
い
ま
す
と
、　
一
般
に
は
総

ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
２２０
曜
／
世
以

上

上
の
場
合
も
う

一
度
１２
時
間
以
上
空

腹
の
状
態
で
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂

肪
の
値
を
測
定
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
盆
小玉
）を
算
出
し
て
、
そ

の
値
が
１５０
曜
／
世
を
超
え
る
と
治
療

が
行
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
ほ
か
に
高
血
圧
や
糖
尿

病
、
心
臓
病
が
あ
れ
ば
別
で
す
し
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
低
く
て
中
性
脂
肪
が
高
い

場
合
な
ど
も
治
療
の
対
象
と
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
う
な
る
前
の
予
防
と
し

て
は
、
糖
類

・
ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り

す
ぎ
に
注
意
し
て
肥
満
を
防
ぐ
こ
と

が
重
要
で
す
。

予
防
と
早
期
発
見
に
つ
い
て
は
、

八
月
号
か
ら
連
載
す
る
予
定
で
す
。

くLDLコ レステ回ィル値の求め方〉

言十算式車総コレステロ千ブИ恒~HDLコ レステローブИ慣―

(中性脂月方×七)
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0

最
近
よ
く
物
の
本
に
父
親
に
威
厳

が
な
く
な
っ
た
と
い
う
文
章
を
目
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。

私
も
そ
の
一
人
な
の
か
も
知
れ
な

い
。私

は
こ
の
よ
う
な
文
を
見
る
時
、

現
在
の
住
宅
、
特
に
居
間
環
境
に
も

要
因
が
あ
る
と
思
う
。
現
在
は
い
ろ

い
ろ
な
暖
房
器
具
が
有
る
が
居
間
に

炉
を
切
っ
て
い
る
家
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
思
う
。

私
が
子
供
の
頃
の
居
間
に
は
薪
ス

『横
座
と
威
厳
』

さ ん 次
ん だ の
で 川 あ
す 北 な°
共 た
栄 は
田丁 イド
の 庭
笹 さ
木 ん
本寸 が
弘 選

ｍ
§
０
自

▼
東
京
標
津
会
に
お
便
り
を
い

た
だ
い
た
本
郷
雄

一
郎
さ
ん
、

掲
載
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
お
詫

び
し
ま
す
。
今
頃
ほ
新
入
社
員

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
改
郷
か
ら

「
勇

気
」
と
い
う
土
産
を
持
ち
帰
っ

た
本
郷
さ
ん
…
友
達
っ
て
い
い

ナ
ー
、
生
ま
れ
た
と
こ
っ
て
い

い
ナ
ー
っ
て
私
も
感
じ
て
い
ま

す
。
標
津
自
慢
も
ど
こ
か
で
あ

願
い
し
ま
す
。
外
か
ら
見
る
標

津
に
ご
憲
兒
も
ま
た
―
。

▼
日
本
到
島
最
後
の
花
見

「
し

べ
つ
桜
ま
つ
り
」
も
間

・
面

・

悶

・
面

・
間
で
五
年
も
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
数
日
前
か
ら
準

備
に
追
わ
れ
た
関
係
者
の
曽
さ

ん
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。

ま
あ
、
花
見
は
そ
れ
ぞ
れ
屋

根
の
つ
い
た
座
敷
で
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
鼻
見
て
滴
足
し
た
人

が
毎
い
の
で
は
。
来
年
に
期
待

し
ま
す
。

▼
六
月
か
ら
八
用
は

「
ほ
っ
と

ウ
ィ
ー
タ
」
心
身
の
リ
フ
レ
ツ

シ
ュ
や
自
己
啓
発
機
会
の
拡
大

の
た
め
連
続
体
暇
を
。
（よ
じ
ゆ
Ｓ

編集発行/標津町役場企画振興課広報統計係 標津町字標津3-5a2-2131 印 刷/標津印刷株式会社

木
庭
正
義
さ
ん
（坐
需
）

ト
ー
ブ
が
あ
り
、
炉
を
切
っ
て
い
る

家
が
多
く
、
そ
こ
に
は

「横
座
」
と

い
う
場
所
が
あ
っ
た
。
「横
座
」、
最

近
で
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し

れ
な
い
が
、
横
座
と
は
ス
ト
ー
ブ
の

薪
を
入
れ
る
方
向
の
所
で
そ
こ
は
、

お
や
じ
の
座
る
場
所
と
決
っ
て
い
た
。

お
や
じ
が
家
に
居
る
時
は
必
ず
こ
の

横
座
に
座
布
団
を
敷
い
て
座
っ
て
い

た
。
こ
こ
に
座
る
者
は
、
そ
こ
の
家

の
主

・
生
計
の
責
任
者

・
米
を
買
う

者
と
決
っ
て
い
た
。

も

子
供
の
項
よ
そ
の
家
に
行
き
、
横

座
に
座
わ
る
と

「オ
ー
、
米
を
買
っ

て
も
ら
う
ぞ
」
と
い
わ
れ
た
想
い
出

が
あ
る
。

ま
た
、
兄
弟
喧
嘩
な
ど
す
る
と
横

座
に
座
っ
て
い
る
お
や
じ
が
無
言
で

デ
レ
キ
（火
ば
さ
み
の
大
き
な
も
の
）

を
鳴
す
と
喧
嘩
は

一
瞬
の
内
に
お
さ

ま
っ
て
し
ま
う
。

「横
座
」
そ
の
場
所
は
、
ス
ト
ー

ブ
の
廻
り
で

一
番
暖
か
味
の
な
い
所

だ
が
、
お
や
じ
は
決
し
て
そ
の
場
所

を
ほ
か
の
者
に
は
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
。

一
番
暖
か
味
の
な
い
所
を
自
分
の
場

所
と
し
、
人
の
番
を
し
家
族
を
見
守

も

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

こ
と
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
家
族
の
威

厳
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
よ
う
に

思
う
。

我
家
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
を
た
い
て

い
る
が
私
は
決
し
て
横
座
に
座
る
こ

と
は
な
く
、
だ
か
ら
威
厳
が
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
。

我
家
も
炉
を
切
リ
ス
ト
ー
ブ
を
置

き
横
座
に
座
っ
て
い
た
ら
私
の
威
巌

が
と
り
ヽ
ど
せ
る
か
も
…
…
。

人□のうごき

平成5年5月1日現在
( )内は前月比

世 帯 数 2,224世帯(+28)

人   □ 6 , 8 9 6人( + 3 5 )

男  3 , 3 6 5人 ( + 2 6 )

女   3 , 5 3 1人 ( + 9 )

人
員
死
物

町内の交通事故

5月
( )内は累計

身 事  故  0件 (2件 )
傷  者  0人 (3人 )
亡  者  0件 (1件 )
損 事  故  13件 (78件)

死亡交通事故ゼロの日

83日G月15日現在)


